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第 3 章 ナノおよびマイクロセコンドの方形波パルス電圧によるエポキシ樹脂のトリーイング破壊
本章ではエポキシ樹脂中の針電極の先端に現われるトリーの発生および進展について調べている。











第 5 章 方形波パルス電圧によるエポキシ樹脂中の針状ボイドからのトリーイング破壊
本章ではボイドからのトリーの発生および進展について調べ，更にトリーの防止方法についても検
討している。ボイドの形状によって， トリーの発生および進展に難易のあることがわかっている。針
状ボイドに水，シリコーン油， SF 6 ガスを充てんとすると， トリーの発生を抑えること，特にシリコ
ーン油の急しゅん波に対するトリーの防止効果が顕著で、あることを述べている。
第 6 章 方形波パルス電圧による複合誘電体 (SF 6 ーポリエチレン)の絶縁破壊
本章では， トリーイング破壊の進展に重要な役割を果たすストリーマ放電について調べている。す
なわち， SF6 ガスのみ ， SF 6 ガスとポリエチレンからなる複合誘電体の絶縁破壊の V-t 特性に及ぼ
ず電極形状，ギャップ長，ガス圧などの影響について述べている。不平等電界の場合に放電の時間遅
れが長い。短ギャップの場合， SF 6 ガスの圧力を増しでも破壊電圧は余り上昇しないが，ポリエチレ
ンフィルムを挿入すると，破壊電圧が著しく上昇することなどを述べている。
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(3) エポキシ脂中の針電極の先端に針状空隙(ボイド)を設け SF 6• 変圧器油. Ar ガスなどを満し
たときのトリ一発生を実験的に調ベボイド中の放電がトリー発生に及ぼす影響とその機構を明らか
にするとともに，変圧器油の充てんがその抑制に極めて効果的であることを見出している。
以上述べたように本論文は電気絶縁工学上重要な幾多の新知見を含みパルス高電圧用絶縁システム
の設計に指針をあたえるものであり電気工学に寄与する所が大きい。よって本論文は博士論文として
価値あるものと認める。
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